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母のお節介から学ぶこと
大分・小田　和
　「お母さんって、お節介だなぁ。」
大雨の影響で地面がぬかるんでいたある日、私達家族が乗った車が、ぬかるみにはまって動けなくなってしまった。もう辺りは薄暗くなっていたが、家族みんなで車を押して、何とか抜け出すことができた。ようやく帰れるとほっとしたのも束の間、母が｢あの車も手伝うよ｣と言って、私達の車よりも先の方でぬかるみにはまっている車を指さした。私は内心、｢うちには関係ないのに｣と思ったがしぶしぶ母の後ろをついて行った。
しかし、相手の方からは｢もう救助を要請しているから、大丈夫です｣という返事があった。今度こそ帰れると思ったが、母は急いで自分の車に戻り、載せてあった栄養ドリンクを手に取って、｢頑張ってくださいね！｣と一言添えて、相手に手渡した。私は、母の行動力に驚いた。
他にも、知り合いの家が土砂災害にあったと聞けば、手伝いに飛んで行ったり、道路で私の友達が遅刻しそうな様子を見かけたら、車に乗せて学校まで送ったりと、母のお節介エピソードは挙げたらきりがない。
昨年、私が校区外の小学校から入学したばかりで、なかなかクラスになじめなかった時も、母は明るかった。泣いてばかりの私に、｢今は辛いかもしれないけど、みんなも一度は味わう経験を、人より早く経験しているだけなんだよ｣と、言ってくれた。私はその言葉に、｢私はみんなよりも早く成長しているんだ｣と、辛い感情を自信に変えることができた。私はそれから、環境が悪いと決めつけるのをやめ、みんなとどう打ち解けようかと前向きに考えるようになった。
私はそんな、いつも明るくて、前向きで、お節介な母が大好きだ。
もし、母のようなお節介な人が、世の中にたくさんいたらどうだろうか。
例えば、児童虐待。母は、虐待のニュースで｢いつも外に出されていた｣といった話を聞くと、｢何で、気が付いたなら何もせんかったんやろう。私なら、その子を家に連れて帰って、山盛りご飯を食べさせるのに｣と言っている。｢お腹が満たされれば、心も満たされる｣が、母の口癖なのだ。普通、全然知らない子を家に連れて帰るなんて、誰もできないと思うが、母なら本当にそうする気がする。
介護疲れの末に、身内を殺してしまう事件。我が家も今、離れて暮らす祖父母に介護が必要な状況だ。母は、少しでも空き時間があったら、手助けに行ったり電話をかけたりと熱心だ。大変そうだなと思うが、母はどこまでも明るい。近所のお年寄りにも、野菜を持って行っては、話を聞いている。母の元気さに触れたお年寄りは、みんな嬉しそうだ。もし、悩んでいる人がいたら、その人の変化に気が付いてあげることも、いつも顔をのぞかせている母ならできるだろう。
｢以前、罪を犯したらしい。｣そんな噂のある人が、近所に引っ越してきても、母はそんなことは気にしないで、どんどんと近づいていくと思う。｢誰でもみんな、いいところはある。｣これもまた、母の口癖だ。誰だって、最初から警戒して避けられたら、辛いだろう。どうせ自分はと投げやりになって、もう一度罪を犯してしまうかもしれない。母ならきっと、その人のいいところを引き出して、他の人になじめるようにすると思う。母のパワーなら、それもできそうな気がする。
世の中にある悲しい事件の多くは、私達の他人に対する無関心が生んでいるのではないだろうか。
私達は今、スマートフォンなどで簡単に多くの情報を手に入れることができる。全国各地、世界各地のニュースもすぐに知れる。しかし、情報を手に入れるだけで満足してしまってはいないだろうか。自分には関係の無いことと、他人事のように感じてしまっているように思う。また、口コミや噂に振り回されて、その人と本当に向き合って判断することができていないように思う。
私達がもっと、周囲の人や出来事に関心を持って、何か少しでも行動を起こせるようになれば、きっと明るい社会になっていくはずだ。
中学生の私にできることは、まず、クラスの仲間を大切にすることだ。元気のない友達には、｢どうしたの？｣と声をかけたい。友達の楽しいことは一緒に笑って、悲しいことは一緒に泣いて、分かち合いたい。悪口を言わないで、みんなのいいところをたくさん見つけたい。
私はまだ、自分のことで精一杯だったり、相手のことをなかなか受け止めきれなかったりする。それでも、少しずつ、行動にうつしていきたいと思う。母のような人になるために。
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